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令和 8 年 8 月 1日発行 通巻 421号 



  

日 曜 行　　事 時　　　間 場　　所 担　 当

2 日 第5回雀友会夏季大会 12：30～17：00 よりみち 松　　村

28 金 G.G　練習 9:00～ 北堀公園 岩崎・池田

 ※朝7時前のNHK関西ローカルニュースの天気予報で35度以上の予想が

　　　　　　　　出た時は、自動的に練習は中止となります。

 藤城連合実年会　行事カレンダー

     　　  令　和　　8　年　8 月

        GGは７月に続き８月・９月も練習開始時刻は９時とします。

暑気益々厳しき折、ご自愛下さいますようお願い申し上げます

※役員会・民謡教室は休みです。

　参加者人数16名。二回戦合計トータルにて優勝・弐位・ＢＢ・役満の賞を授与。

集合時間厳守の事！遅刻罰金　　　　短期決戦　優勝目指して頑張って下さい
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  暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す 

藤
城
連
合
実
年
会 

会
長 

鈴
木 

美
恵
子 

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
実
年
会
の
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

連
日
、
厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
お
変
わ
り
な
く
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
か
無
理
を
な
さ
ら
ず
、
水
分
補
給
や
休

養
を
十
分
に
取
り
な
が
ら
、
健
康
第
一
で
こ
の
夏
を
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。 

ま
た
皆
さ
ま
と
笑
顔
で
お
会
い
し
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
ご
一
緒

で
き
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
暑
中
の
お

見
舞
い
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

藤
城
夏
ま
つ
り 

２
０
２
６ 

７
月
２
６
日
（
日
）
、
藤
城
小
学
校
第
１
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
藤
城

ふ
れ
あ
い
委
員
会
主
催
に
よ
る
「藤
城
夏
ま
つ
り
２
０
２
６
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

「
好
き
で
す
藤
城
！ 

広
げ
よ
う
ふ
れ
あ
い
」
の
地
域
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
入
道
雲
が
広
が
る
夏
空
の
中
、
多
く
の
地
域
の
皆
さ
ん
が
来
場
し
、

会
場
は
終
始
に
ぎ
わ
い
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

遊
び
コ
ー
ナ
ー
や
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、
福
祉
コ
ー
ナ
ー
な
ど
に
は
長
い
行

列
が
で
き
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
交
流
の
輪
が
広
が

り
ま
し
た
。
夕
涼
み
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
藤
城
小
学
校
３
年
生
に
よ
る
元
気

い
っ
ぱ
い
の
ダ
ン
ス
や
琉
球
國
祭
り
太
鼓
の
迫
力
あ
る
演
舞
が
披
露
さ

れ
、
大
き
な
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
世
代
を
超
え
た
ふ
れ
あ
い

が
生
ま
れ
、
地
域
の
絆
を
感
じ
る
事
が
出
来
た
、
夏
ま
つ
り
で
し
た
。 
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【健康すこやか学級】 

 

     7月 9日（木）藤城の家よりみちにて 

  介護予防推進センターの講師によるヨガ入門。 

  身体をゆっくり伸ばします。呼吸にも気を配ります。そっと・・・ 

  大きく・・・深く・・・静かな時間が流れます。 

   
 

   
 

   
＊8月のすこやか学級はお休みです。 

 

＊9/17会場は＜京都老人ホーム＞送迎・昼食あり 要申込 

問合せ・申込：090-6915-9781 諸藤 

 

 

最初より身体が動かしやすくなった

んじゃない？ 

 

後半はボールを転がすゲームです。 

なかなか 100点まで届きません。 

よくよく見るとマイナスがある！！ 

吸い寄せられるようにそこに行くん

だなぁ これが（笑） 

座って立ってお隣へ、椅子移動も 

なんのその。よく動きました  

 

7月 16日（木） 

恒例のポーセラーツ 

シルバーの集いで展示します。 
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  藤城ニューフレンドだより

健康部　岩崎徳次

＊　暑中お見舞い申し上げます。今年も連日暑い日が続いていますが体調に気をつけてお過ご

　　しください。

＊　練習は８月２８日（金）からの再開となります。まだまだ暑いですので練習中も必ず水分補給

　　をお願いします。

　　　　　　　　　　令和８年６月　グラウンド・ゴルフ成績表

男性 　　　　　

開催日 参加者平均スコア H-1                                                                 ホールインワン(H-1)達成者　（敬称略）

5 12 22.00 5 野間②　上西　大西　三宅

12 9 22.48 3 岩崎　藤井　細川

16 10 22.67 5 岩崎②　河本　坪内　藤井

19 8 22.50 5 岩崎②　藤井②　河本　

23 8 20.17 6 岩崎②　河本②　大西　細川

30 7 21.19 2 河本　藤井

計６日 54 21.89 26

女性

開催日 参加者平均スコア H-1                                                                 ホールインワン(H-1)達成者　（敬称略）

5 17 23.06 5 佐々木　田原　西出喜　藤井　三輪

12 17 24.60 8 小園②　中西②　池田　佐々木　谷口　藤井

16 15 23.89 5 田原②　西出喜②　藤井

19 17 24.16 8 原田②　小園　佐々木　瀬田　田原　西川　三輪

23 13 21.56 14 原田⑤　今川③　小園　坂田　佐々木　瀬田　田原　西川　

30 17 23.29 9 田原④　坂田②　蘆田　佐々木　西出喜

計６日 96 23.51 49

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊ホールインワンについて２３日に原田さんが５個、３０日に田原さんが４個　といずれも素晴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らしい成績を挙げられましたが３ゲームにまたがっての成績のため惜しくもダイヤモンド賞

　　　　　　　　　　　　　とはなりませんでした。
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＊今年度の練習も３カ月を過ぎました。この間の個人別の成績をお知らせしておきます。

なお、平均打数（アベレージ）については上半期表彰の対象である個人のゲーム数÷総ゲーム数

（ほぼ出席率）が７割以上の方のみ表示しています。（敬称略）

女　性

氏名 平均打数

蘆田＊１ 23.04

池田

今川 21.34

小園 21.6

坂田 24.17

佐々木 23.43

瀬田 21.38

谷口

田原 19.41

中西

西川 23.92

西出喜 2333

西出有

西村 23.91

原田 23.91

藤井 21.6

三輪＊１

渡辺

＊１　令和８年６月の入部

〇男女ともほぼ予想どうりの展開になっています。男性ホールインワン賞については河本、野間、

　藤井の各氏の追い込みが期待されるところです。女性については田原さんがホールインワン賞

　及びベストアベレージレージ賞の双方について優位。とくにアベレージについては安定しており

　 二位以下の方の今後一層の奮闘が期待されるところです。H-1数については常連の小園さん、

　瀬田さん、に加えて西川さんの追い込みが期待されるところです。

〇全般的に昨年同期間と比較しますと入部２～３年の方のスコアアップが見受けられ、今後、

　下半期以降の新たな展開に期待が持たれるところです。

オール２打賞　　坪内　　４/２８
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  ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
下
見
を
実
施 

兜
山
町 

 

高
橋 

 

猛 

７
月
８
日
（水
）
、
令
和
８
年
度
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都 

若
手
委
員
会

が
主
催
す
る
１
２
月
開
催
予
定
（伏
見
区
老
連 

若
手
委
員
会 

担
当
）の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
に
向
け
、
コ
ー
ス
の
下
見
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は

３
５
度
を
超
え
る
厳
し
い
暑
さ
の
中
、
２
２
名
（
藤
城
か
ら
２
名
）
が
参

加
し
ま
し
た
。 

今
回
の
下
見
で
は
、
事
前
に
地
図
上
で
検
討
し
た
コ
ー
ス
を
実
際
に

歩
き
、
安
全
性
や
距
離
、
歩
き
や
す
さ
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。
コ
ー
ス

は
伏
見
港
公
園
を
ス
タ
ー
ト
し
、
濠
川
沿
い
を
東
へ
進
み
、
「
龍
馬
と
お

龍 

愛
の
旅
路
像
」
や
趣
の
あ
る
松
本
酒
造
の
酒
蔵
を
眺
め
な
が
ら
、
東

高
瀬
川
の
堤
防
を
北
上
す
る
、
伏
見
な
ら
で
は
の
水
辺
の
景
観
を
楽
し

め
る
内
容
で
す
。 

ま
た
、
安
全
な
大
会
運
営
に
向
け
、
誘
導
員
の
配
置
場
所
や
案
内
矢

印
の
設
置
箇
所
、
横
断
歩
道
の
な
い
道
路
で
の
安
全
対
策
、
ト
イ
レ
の
場

所
な
ど
に
つ
い
て
も
、
参
加
者
全
員
で
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
確
認

し
ま
し
た
。
道
中
で
は
、
地
元
の
方
か
ら
貴
重
な
情
報
を
い
た
だ
く
場
面

も
あ
り
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
「
本
番
で
は
こ
の
場
所
を
担
当
し
ま
す
」
と
積
極
的
に
協
力

を
申
し
出
る
参
加
者
も
あ
り
、
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。
本
番
は
１
２
月
の

た
め
、
季
節
に
よ
る
環
境
の
変
化
も
考
慮
し
、
開
催
前
に
は
最
終
確
認

の
下
見
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

暑
さ
の
厳
し
い
中
で
の
下

見
と
な
り
ま
し
た
が
、
安
全
で

楽
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

の
実
現
に
向
け
た
、
有
意
義

な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

  

 

営業時間 昼 12:00～ 2:00 オーダーストップ  2:00 

営業時間 夕  5:00～10:00    〃         10:00 

定休日  毎週月曜日（祝日を除く） 

〒612-0847 京都市伏見区深草大亀谷大山町 85 TEL (075)641-5299 
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  対
話
す
る
人
間 

古
御
香
町 

岩
堀 

俊
彦 

「対
話
」
が
大
事
だ
と
言
わ
れ
て
久
し
い
。
人
は
何
故
対
話
を
す

る
の
か
。
対
話
に
よ
っ
て
、
人
を
知
り
、
自
分
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
他
人
の
こ
と
を
知
る
こ
と
も
、
自
分
の
こ
と
を
知
る
こ
と
も

大
事
だ
と
思
う
。
対
話
は
「聴
く
人
」と
「語
る
人
」か
ら
成
る
。
「聴

く
力
」
と
「話
す
力
」。
ど
ち
ら
が
よ
り
大
切
だ
ろ
う
と
私
は
考
え

た
。 ど

ち
ら
か
一
つ
と
言
わ
れ
れ
ば
「聴
く
力
」と
思
う
。
生
ま
れ
る

前
か
ら
、
つ
ま
り
胎
内
に
い
る
時
か
ら
、
母
の
声
、
父
の
声
を
聴
い

て
い
る
。
こ
の
世
を
去
る
時
も
聴
覚
が
一
番
最
後
ま
で
機
能
し
て

い
る
。 

ミ
ハ
エ
ル
エ
ン
デ
と
い
う
作
家
が
書
い
た
本
の
中
に
「モ
モ
」と

い
う
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
聴
く
力
」が
優
れ
た
子
ど
も
の
名
前
で

す
。
人
の
悩
み
に
対
し
て
並
外
れ
た
聴
き
方
で
「傾
聴
」で
き
る
子

ど
も
で
す
。 

何
十
年
も
前
に
英
語
の
テ
キ
ス
ト
の
中
に
出
て
き
た
物
語
で

す
。
モ
モ
は
目
に
見
え
な
い
宇
宙
の
「声
」
に
も
耳
を
傾
け
る
こ
と

が
で
き
る
子
ど
も
で
す
。
モ
モ
に
悩
み
を
打
ち
明
け
る
人
は
、
モ

モ
の
「
同
苦
」す
る
力
と
「想
像
力
」に
よ
っ
て
、
自
ら
悩
み
か
ら
開

放
さ
れ
る
の
で
す
。 

 

カ
ー
ル
ロ
ジ
ャ
ー
ス
と
い
う
心
理
学
の
専
門
家
（カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
）
は
、
来
談
者
（ク
ラ
イ
エ
ン
ト
）の
悩
み
を
聴
く
と
き
は
、
想
像

力
を
開
放
し
、
ひ
た
す
ら
来
談
者
の
話
に
傾
聴
す
る
。
カ
ー
ル
ロ

ジ
ャ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
何
も
語
る
こ
と
は
な
く
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
は

自
分
自
身
の
中
で
何
か
に
気
づ
き
、
解
決
の
方
向
に
向
か
う
。 

何
故
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
な
の
か
。
そ
れ
は
人
格
（人
柄
）

の
力
だ
と
言
わ
れ
る
。
つ
ま
り
人
は
誰
も
、
自
分
自
身
の
中
に
、
解

決
す
る
「力
」を
持
っ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。 

そ
の
力
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
人
間
だ
け
で
す
。
Ａ

Ｉ
に
は
そ
の
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

私
は
行
動
す
る
こ
と
で
、
色
ん
な
人
と
出
逢
う
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
自
然
と
も
出
逢
う
こ
と
が
で
き
た
。
行
動
す
る
こ
と
で

自
分
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
、
振
り
返
っ
て
思
う
。 

子
ど
も
時
代
は
、
自
分
が
生
ま
れ
た
郷
土
で
、
昆
虫
採
集
、
魚

釣
り
、
川
遊
び
、
海
水
浴
な
ど
、
自
然
と
の
接
触
が
私
の
人
間
の
核

を
作
っ
て
く
れ
た
の
だ
と
思
う
。
高
校
時
代
は
英
語
：数
学
の
参

考
書
と
向
き
合
う
日
々
を
送
っ
た
。
遊
び
に
時
間
を
費
や
す
こ
と

は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
大
学
時
代
は
反
動
で
無
気
力
に
な
り
、
旅

や
バ
イ
ト
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
た
。
そ
し
て
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ

タ
ー
に
出
逢
い
、
目
標
が
で
き
た
。 

か
つ
て
の
岡
崎
公
園
の
中
に
あ
っ
た
京
都
会
館
第
一
、
第
二
ホ

ー
ル
で
ギ
タ
ー
ソ
ロ
や
二
重
奏
を
演
じ
た
。 
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大
学
三
回
生
か
ら
教
職
科
目
を
選
択
し
、
教
師
の
免
許
を
取
得

し
２
５
歳
で
、
教
壇
に
立
っ
た
。
教
員
時
代
は
週
末
に
は
賀
茂
川

河
川
敷
を
走
り
、
京
都
マ
ラ
ソ
ン
、
丹
波
Ａ
Ｂ
Ｃ
マ
ラ
ソ
ン
、
社
会

人
陸
上
競
技
大
会
で
体
育
教
員
と
チ
ー
ム
を
組
み
１
マ
イ
ル
リ
レ

ー
に
出
場
。 

教
員
時
代
に
よ
く
大
文
字
山
に
登
っ
た
。
身
体
を
鍛
え
る
為
と

い
う
理
由
で
は
な
く
、
た
だ
自
然
が
好
き
だ
っ
た
の
で
山
道
を
歩

い
た
。
木
漏
れ
日
の
山
道
、
緑
の
森
の
中
を
歩
く
時
間
は
楽
し
か

っ
た
。
今
、
振
り
返
っ
て
思
う
の
は
「
自
然
が
自
分
を
育
て
て
く
れ

た
」
と
い
う
こ
と
。
山
道
を
歩
く
と
き
は
、
い
つ
も
一
人
だ
っ
た
。

一
人
で
い
る
時
間
は
と
て
も
貴
重
だ
っ
た
。
友
達
の
中
に
い
る
時

間
も
楽
し
か
っ
た
。
「我
の
世
界
」と
「
我
々
の
世
界
」。
こ
の
バ
ラ
ン

ス
が
大
事
だ
と
今
、
思
う
。 

家
か
ら
職
場
ま
で
自
転
車
で
森
の
中
を
走
る
ほ
ん
の
１
０
分
の

時
間
は
至
福
の
時
。 

私
が
学
ん
だ
英
語
を
生
徒
に
伝
え
る
。
た
ま
に
雑
談
の
時
間
を

つ
く
り
、
自
分
の
体
験
談
を
語
る
。
自
分
の
授
業
や
経
験
を
真
剣

に
聴
い
て
く
れ
る
生
徒
た
ち
が
目
の
前
に
い
る
と
い
う
こ
と
。
こ

れ
ほ
ど
幸
せ
な
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。 

中
学
生
や
高
校
生
と
日
々
ふ
れ
あ
い
、
学
び
あ
え
る
こ
と
を
つ

く
づ
く
有
難
い
と
思
う
。  

 

現役時代、教員劇でギターを奏でる。 
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  【旅
先
で
の
使
命
：春
蝶
師
匠
や
仲
間
へ
、 

渾
身
の
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
を
届
け
る
】 

    【青
の
色
は
７
０
０
以
上
！ 

パ
ラ
オ
の
美
し
い
海
で
の
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
】 

暦
は
８
月
を
迎
え
、
ジ
メ
ジ
メ
と
し
た
梅
雨
の
終
わ
り
と
本
格
的
な
酷
暑

の
始
ま
り
が
交
錯
す
る
、
１
年
の
中
で
も
特
に
体
調
管
理
が
難
し
い
時
期
と

な
り
ま
し
た
。
今
月
も
皆
様
が
最
高
の
現
役
感
を
持
っ
て
笑
顔
で
過
ご
せ
る

よ
う
、
最
近
私
自
身
が
体
験
し
た
魂
が
震
え
る
よ
う
な
旅
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

と
、
大
切
な
健
康
に
つ
い
て
た
っ
ぷ
り
と
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
最
後

ま
で
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
。 

先
日
、
私
は
４
泊
５
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
南
国
の
楽
園
と
呼
ば
れ
る
パ

ラ
オ
共
和
国
へ
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

パ
ラ
オ
に
到
着
し
て
ま
ず
私
の
目
を
奪
っ
た
の
は
、
言
葉
で
は
言
い
表
せ

な
い
ほ
ど
美
し
い
海
で
す
。
現
地
で
は
「パ
ラ
オ
の
海
に
は
、
緑
の
色
や
青
の

色
を
含
め
て
、
７
０
０
以
上
も
の
青
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
」と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
実
際
に
海
を
眺
め
る
と
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
か
ら
深
い
イ
ン

デ
ィ
ゴ
ブ
ル
ー
ま
で
、
太
陽
の
光
の
角
度
や
水
深
に
よ
っ
て
万
華
鏡
の
よ
う

に
色
が
変
わ
り
、
地
球
が
作
り
出
す
圧
倒
的
な
大
自
然
の
美
し
さ
に
息
を
呑

み
ま
し
た
。 

こ
の
旅
で
は
、
海
に
入
っ
て
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ 

ま
し
た
。
透
き
通
っ
た
海
の
中
に
潜
る
と
、
そ
こ
に
は
見
渡
す
限
り
の
見
事

な
サ
ン
ゴ
礁
と
、
色
と
り
ど
り
の
熱
帯
魚
た
ち
が
活
発
に
泳
ぎ
回
る
、
ま
さ

に
生
命
の
楽
園
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

【落
語
家
の
桂
春
蝶
師
匠
、同
志
の
仲
間
と
往
く
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
へ
の
慰
霊
の
旅
】 

し
か
し
、
今
回
の
パ
ラ
オ
へ
の
旅
は
、
単
な
る
バ
カ
ン
ス
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
に
は
、
ど
う
し
て
も
果
た
し
た
い
大
き
な
目
的
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
の
大
東
亜
戦
争
に
お
い
て
壮
絶
な
激
戦
地
と
な
っ
た
「

ペ
リ
リ
ュ
ー
島
」へ
赴
き
、
日
本
の
英
霊
の
皆
様
に
鎮
魂
と
慰
霊
の
祈
り
を

捧
げ
る
こ
と
で
す
。 

こ
の
神
聖
な
旅
を
共
に
し
た
の
は
、
私
が
心
か
ら
尊
敬
す
る
圧
倒
的
な
人

間
力
を
持
っ
た
朝
倉
千
重
子
先
生
、
そ
し
て
現
代
の
落
語
界
の
至
宝
で
あ

り
、
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
の
戦
い
を
描
い
た
創
作
落
語
「パ
ラ
オ
の
星
」の
生
み
の

親
で
も
あ
る
３
代
目
桂
春
蝶
師
匠
、
さ
ら
に
は
同
じ
志
を
胸
に
秘
め
た
全
国

の
最
高
の
同
志
た
ち
で
す
。 

祖
国
日
本
を
、
そ
し
て
遠
く
離
れ
た
故
郷
に
い
る
最
愛
の
家
族
を
守
る
た

め
に
、
約
１
万
人
も
の
日
本
の
兵
隊
さ
ん
た
ち
が
一
歩
も
引
か
ず
に
命
を
燃

や
し
尽
く
さ
れ
た
場
所
。
私
た
ち
は
並
ん
で
立
ち
、
涙
な
が
ら
に
心
か
ら
の

祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。
全
員
の
魂
が
英
霊
の
皆
様
の
想
い
に
完
全
に
共
鳴
し

合
っ
た
、
震
え
る
よ
う
な
感
動
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

【実
年
会
の
皆
様
へ
語
り
か
け
る
、受
け
継
が
れ
た
命
へ
の
想
い
】 

こ
の
お
便
り
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
実
年
会
の
皆
様
の
多
く
は
、
激

動
の
時
代
を
く
ぐ
り
抜
け
て
こ
ら
れ
た
大
先
輩
方
で
す
。
き
っ
と
、
皆
様
の

中
に
は
、
ご
自
身
の
お
父
様
や
お
じ
い
様
、
あ
る
い
は
大
切
な
ご
親
戚
や
身

近
な
方
が
、
実
際
に
あ
の
戦
地
へ
と
赴
か
れ
た
と
い
う
方
も
少
な
く
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

愛
す
る
家
族
を
残
し
て
戦
地
に
赴
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
お
父
様
の
背 
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【旅
や
旅
行
が
も
た
ら
す
素
晴
ら
し
い
健
康
効
果
！ 

認
知
症
を
予
防
し
て
元

気
に
旅
へ
出
ま
せ
ん
か
？
】 

ペ
リ
リ
ュ
ー
島
で
英
霊
の
皆
様
か
ら
受
け
取
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
そ
れ

は
「今
あ
る
命
を
最
大
限
に
輝
か
せ
て
、
人
生
を
幸
せ
に
生
き
切
り
な
さ

い
」と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
皆
様
が
健
康
で
元
気

に
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
が
一
番
で
す
。 

そ
こ
で
、
実
年
会
の
皆
様
に
私
か
ら
素
晴
ら
し
い
提
案
が
あ
り
ま
す
。

皆
様
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
「旅
や
旅
行
」に
出
か
け
ま
せ
ん
か
？ 

実
は
近
年
の
医
学
的
な
研
究
に
お
い
て
、
旅
や
旅
行
に
出
か
け
る
こ
と

は
、
脳
を
強
烈
に
刺
激
し
「認
知
症
を
予
防
す
る
効
果
」が
非
常
に
高
い
こ

と
が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
普
段
と
は
違
う
景
色
を
見
る
こ
と
（パ
ラ
オ

の
７
０
０
色
の
海
の
よ
う
な
美
し
い
自
然
な
ど
）、
初
め
て
の
場
所
で
新
し

い
経
験
を
す
る
こ
と
、
旅
先
で
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
り
仲
間
と
楽
し

く
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
こ
と
は
、
脳
の
神
経
細
胞
を
劇
的
に
活
性
化
さ
せ

ま
す
。
日
常
生
活
の
マ
ン
ネ
リ
か
ら
抜
け
出
す
旅
行
は
、
最
高
の
脳
ト
レ

で
あ
り
、
認
知
症
予
防
の
特
効
薬
な
の
で
す
。 

「も
う
歳
だ
か
ら
旅
行
な
ん
て
足
腰
が
心
配
…
」と
諦
め
る
必
要
は
ま

っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
！ 

そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院

が
存
在
し
ま
す
。 

皆
様
が
「行
き
た
い
旅
に
自
分
の
足
で
し
っ
か
り
と
歩
い
て
行
け
る
身

体
」を
作
る
こ
と
、
そ
し
て
旅
か
ら
帰
っ
て
き
た
疲
労
を
綺
麗
さ
っ
ぱ
り
取

り
除
く
こ
と
、
そ
の
両
面
か
ら
皆
様
の
現
役
感
を
爆
発
さ
せ
る
準
備
は
完

璧
に
整
っ
て
い
ま
す
。
「い
つ
ま
で
も
元
気
に
旅
を
楽
し
み
た
い
！
」と
い

う
方
は
、
ぜ
ひ
当
院
に
安
心
し
て
お
身
体
を
任
せ
て
く
だ
さ
い
ね
。 

ま
た
来
月
を
お
楽
し
み
に
！ 

 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院 

院
長 

清
水
友
浩 

  

中
、
そ
し
て
大
切
な
身
内
を
戦
死
と
い
う
あ
ま
り
に
も
悲
し
く
過
酷
な
形

で
亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族
の
皆
様
の
胸
の
詰
ま
る
よ
う
な
想
い
、
今
な
お
癒

え
る
こ
と
の
な
い
切
な
い
心
情
に
想
い
を
馳
せ
る
と
、
本
当
に
言
葉
が
見

つ
か
ら
ず
、
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。 

ペ
リ
リ
ュ
ー
島
で
戦
っ
た
兵
隊
さ
ん
た
ち
も
、
頭
の
中
に
あ
っ
た
の
は
「

日
本
の
家
族
が
ど
う
か
無
事
で
、
幸
せ
に
生
き
て
ほ
し
い
」と
い
う
こ
と
だ

け
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
皆
様
の
身
内
の
方
が
命
を
か
け
て
守
り
、
繋
い
で
き

て
く
だ
さ
っ
た
大
切
な
「命
の
バ
ト
ン
」が
、
今
、
私
た
ち
の
身
体
の
中
に
脈

々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
美
し
い
日
本
と
い
う
国
で
、
今
こ
う

し
て
私
た
ち
が
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
深
い
感
謝
と
誇
り
が
、
私
の

胸
の
中
で
激
し
く
燃
え
上
が
り
ま
し
た
。 

【旅
先
で
の
使
命
：
春
蝶
師
匠
や
仲
間
へ
、渾
身
の
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
を

届
け
る
】 

過
酷
な
環
境
で
の
移
動
、
そ
し
て
強
い
精
神
的
緊
張
を
伴
う
慰
霊
の
旅

は
、
お
身
体
に
大
き
な
負
担
を
与
え
ま
す
。
特
に
春
蝶
師
匠
は
日
々
命
を

削
る
よ
う
に
し
て
高
座
に
上
が
ら
れ
て
お
り
、
仲
間
た
ち
も
限
界
を
迎
え

て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
治
療
家
で
あ
る
私
の
出
番
で
す
！ 

旅
の
道
中
、
ホ
テ
ル
の
部

屋
を
お
借
り
し
て
、
春
蝶
師
匠
や
仲
間
た
ち
の
お
身
体
へ
、
当
院
の
「カ
イ

ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
」の
施
術
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

骨
格
が
完
璧
な
位
置
へ
と
整
っ
た
瞬
間
、
皆
様
の
呼
吸
が
劇
的
に
深
く

変
わ
り
、
施
術
を
終
え
た
春
蝶
師
匠
か
ら
は
「清
水
先
生
、
身
体
が
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
軽
い
！ 

頭
の
モ
ヤ
モ
ヤ
が
一
気
に
晴
れ
た
わ
！
」と
目
を
見
開
い

て
大
絶
賛
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
超
一
流
の
皆
様
の
お
身
体
を
癒
や

し
、
次
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
お
手
伝
い
が
で
き
た
こ
と
は
、
治
療
家

と
し
て
こ
れ
以
上
な
い
誇
り
と
な
り
ま
し
た
。 
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公
益
社
団
法
人
全
国
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会
が
、
公
募
し
た
シ
ル
バ
ー
川

柳
の
作
品
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。（『
シ
ル
バ
ー
川
柳
』
ポ
プ
ラ
社
編

集
部
（
編
）
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
） 

・
定
年
後 

悠
々
自
適
は 

妻
で
し
た ミ

ッ
キ
ー(

大
分
県
、
78

歳
、
男
性) 

・
腕
立
て
伏
せ 

伏
せ
た
ら
ず
っ
と 

伏
せ
た
ま
ま  

カ
ジ
（
東
京
都
、
77

歳
、
男
性) 

・
老
犬
が 

黙
っ
て
俺
の 

愚
痴
を
聞
く 

カ
ワ
サ
ン
（
大
阪
府
、
74

歳
、
男
性) 

 

・
よ
く
喋
る 

家
電
と
妻
に 

囲
ま
れ
る 

江
戸
川
散
歩
（
千
葉
県
、
73

歳
、
男
性) 

・
備
蓄
米 

孫
が
平
ら
げ 

帰
っ
て
く 

け
ん
ち
ゃ
ん
（
岐
阜
県
、
60

歳
、
女
性
） 

・
振
り
込
め
る 

金
が
あ
る
な
ら 

苦
労
せ
ん 

館
野
史
隆
（
埼
玉
県
、
53

歳
、
男
性) 

・
レ
ジ
に
行
き 

一
桁
違
い 

戻
す
服 青

木
尚
子
（
東
京
都
、
77

歳
、
女
性) 

・
ど
こ
行
っ
た 

暗
証
番
号 

書
い
た
紙 

ス
カ
イ
（
福
岡
県
、
65

歳
、
男
性) 

・
貸
金
庫 

思
い
出
せ
な
い 

入
れ
た
物 

怪
傑
も
ぐ
り
33

世
（
神
奈
川
県
、
54

歳
、
男
性)

） 

・
自
叙
伝
を 

書
い
て
配
っ
て 

捨
て
ら
れ
る 

角
森
玲
子
（
島
根
県
、
57

歳
、
女
性) 
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  愛
の
言
葉 

       

少
し
前
、
美
輪
明
宏
さ
ん
が
ご
逝
去
さ
れ
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ

ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
の
中
で
美
輪
明
宏
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
「
こ

ん
な
世
の
中
を
生
き
抜
く
武
器
は
愛
の
言
葉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

世
の
全
て
の
問
題
を
解
く
鍵
は
愛
で
す
。
愛
が
あ
れ
ば
戦
争
な
ん
て
起

き
ま
せ
ん
」と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

あ
わ
せ
て
美
輪
明
宏
さ
ん
の
事
務
所
か
ら
は
「
世
界
各
地
で
戦
争
や

災
害
が
起
き
、
地
震
や
洪
水
な
ど
大
き
な
災
害
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

そ
の
度
に
多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る
悲
し
い
世
の
中
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
日
本
国
内
で
も
闇
バ
イ
ト
、
通
り
魔
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
誹
謗
中
傷

な
ど
、
平
気
で
人
を
殺
め
た
り
、
傷
つ
け
た
り
す
る
事
件
が
増
え
て
い
る

よ
う
で
す
。
美
輪
の
願
い
は
、
こ
の
世
か
ら
あ
ら
ゆ
る
差
別
、
偏
見
を
な

く
し
、
す
べ
て
の
人
が
平
和
で
明
る
く
楽
し
く
生
き
て
い
け
る
共
生
社

会
の
実
現
で
し
た
。
そ
の
願
い
を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
本
人
が

常
々
口
に
し
て
い
た
言
葉
で
す
。
」
と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
発
表
さ
れ

ま
し
た
。 

こ
の
言
葉
を
ニ
ュ
ー
ス
で
聞
い
た
瞬
間
、
私
の
心
の
中
に
浮
か
ん
だ
思 

い
に
私
自
身
が
絶
句
し
た
。
「美
輪
さ
ん
の
言
葉
は
抽
象
的
で
具
体
性
が

な
い
な
。
愛
の
言
葉
で
戦
争
は
な
く
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
他
国
、
隣
国
が

軍
事
費
を
異
様
に
増
や
し
て
様
々
な
武
器
を
開
発
し
て
い
る
の
が
現

実
。
ル
ー
ル
も
国
際
法
も
守
る
気
が
な
い
国
が
侵
略
、
あ
る
い
は
攻
撃
し

て
く
る
可
能
性
も
あ
る
の
に
、
こ
ち
ら
が
「
愛
の
言
葉
と
い
う
武
器
」
し

か
用
意
し
て
い
な
け
れ
ば
、
相
手
の
思
う
ツ
ボ
で
は
な
い
か
。 

例
え
ば
家
の
近
所
で
闇
バ
イ
ト
事
件
が
あ
れ
ば
、
自
衛
の
た
め
の
道

具
を
用
意
し
て
お
く
の
は
い
け
な
い
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
？ 

こ
れ
っ
て

専
守
防
衛
と
同
じ
や
ん
。
別
に
持
ち
歩
く
わ
け
で
も
な
く
、
自
宅
敷
地

内
で
自
己
防
衛
の
た
め
に
使
う
の
で
あ
れ
ば
違
法
で
も
な
い
わ
け
だ

し
。
こ
の
世
か
ら
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
偏
見
を
な
く
し
…
と
い
っ
て
も
現

実
を
考
え
れ
ば
地
震
や
洪
水
な
ど
の
災
害
時
に
命
を
か
け
て
助
け
て
く

れ
る
自
衛
隊
員
を
差
別
す
る
人
、
偏
見
の
目
で
見
る
人
も
い
る
じ
ゃ
な

い
か
。
す
べ
て
の
人
が
平
和
で
明
る
く
楽
し
く
生
き
て
い
け
る
共
生
社

会
の
実
現
は
確
か
に
理
想
だ
け
ど
、
現
実
は
会
話
の
通
じ
な
い
人
も
い

る
。
そ
ん
な
人
に
愛
の
言
葉
を
使
っ
て
も
解
釈
や
前
提
が
違
う
の
だ
か

ら
会
話
は
成
立
し
な
い
。
生
ま
れ
た
土
地
、
住
ん
で
い
る
地
域
を
愛
す
る

心
が
愛
国
心
の
根
本
で
、
子
や
孫
を
愛
す
る
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
よ
り

良
い
生
活
を
さ
せ
た
い
、
よ
り
楽
に
生
き
た
い
、
よ
り
不
安
を
解
消
し
た

い
、
そ
の
た
め
に
は
土
地
を
広
げ
、
お
金
儲
け
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
子

や
孫
に
つ
な
げ
た
い
。
安
心
安
全
な
強
固
な
国
に
し
た
い
。
そ
の
た
め
に

は
国
家
を
強
く
し
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
う
い
う
感
情
が
生
ま
れ
る
の

も
あ
る
意
味
「
愛
」
で
は
な
い
か
。
そ
の
思
い
が
強
ま
れ
ば
他
国
に
侵
略

し
よ
う
と
す
る
国
が
出
て
く
る
は
無
数
の
歴
史
が
す
で
に
証
明
し
て
い 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
マ
ッ
サ
ー
ジ
師 

三 

宅 

淳 

之 
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訪問リハビリマッサージ 
歩行困難で医療機関のようなリハビリマッサージを受けたい方は 

医師の同意があれば、健康保険での訪問が可能です（施術時間３０分） 

三宅治療院  
初回訪問は無料です。料金・施術内容等、お気軽にお問い合わせください。 

電話 090-9887-0038 

三宅治療院のホームページはこちらの QRコードを 

スマホのカメラで読み取ってください 

る
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
自
ら
を
守
る
必
要
が
生
ま
れ
る
ん
で
し
ょ
？
」

と
。 一

瞬
で
浮
か
ん
だ
こ
れ
ら
の
言
葉
に
愕
然
と
し
た
。
「
こ
れ
は
長
崎
の

原
爆
を
体
験
し
、
東
京
に
出
て
き
て
か
ら
も
様
々
な
差
別
や
偏
見
を
受

け
な
が
ら
も
生
涯
愛
あ
る
活
動
を
さ
れ
て
き
た
美
輪
明
宏
さ
ん
へ
の
冒

涜
で
は
な
い
の
か
。
そ
も
そ
も
愛
と
い
う
言
葉
の
定
義
が
美
輪
明
宏
さ

ん
の
も
の
と
は
違
う
の
で
は
な
い
か
」と
。 

自
分
の
中
に
生
ま
れ
た
二
つ
の
感
情
が
せ
め
ぎ
合
い
、
す
ぐ
に
答
え

の
出
せ
な
い
時
間
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。
叶
わ
ぬ
夢
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
美

輪
明
宏
さ
ん
に
直
接
私
の
疑
問
を
ぶ
つ
け
た
ら
何
と
お
答
え
し
て
く
だ

さ
っ
た
だ
ろ
う
。 

し
ば
ら
く
し
て
私
の
中
に
浮
か
ん
だ
の
は
「
貴
方
ね
、
そ
ん
な
大
層
に

考
え
な
く
っ
て
も
良
い
ん
で
す
よ
。
た
か
が
一
人
の
人
間
に
で
き
る
こ
と

な
ん
て
知
れ
て
い
る
ん
だ
か
ら
。
一
人
の
人
間
が
愛
あ
る
言
葉
を
使
っ

て
い
け
ば
相
手
の
背
後
に
は
家
族
が
あ
り
、
地
域
が
あ
り
、
社
会
が
あ

り
、
国
家
が
あ
る
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
が
世
界
に
広
が
っ
て
い
け
ば
戦
争
な

ん
て
起
き
ま
せ
ん
よ
。
野
暮
な
こ
と
考
え
て
い
な
い
で
貴
方
自
身
が
具

体
的
に
行
動
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
だ
ろ
う
か
？ 

そ
ん

な
夢
想
を
し
ま
し
た
。 

貴
方
な
ら
何
と
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
か
？ 

時
々
で
す
が
藤
城
の

家
の
カ
フ
ェ
ふ
じ
し
ろ
や
、
大
山
町
の
リ
カ
ー
マ
ツ
イ
の
駄
菓
子
コ
ー
ナ

ー
で
実
年
会
だ
よ
り
の
原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
声
か
け

て
い
た
だ
け
た
な
ら
嬉
し
い
で
す
。 

 

 

 

伏見区大亀谷万帖敷町 123-36   
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  福
祉
の
イ
メ
ー
ジ 

      

京
都
老
人
ホ
ー
ム
敷
地
内
に
あ
る
就
労
継
続
支
援
事
業
所
「
ワ

ー
ク
パ
ー
ト
ナ
ー
Ｙ
Ｕ
Ｉ
」
の
管
理
者
を
務
め
て
お
り
ま
す
、
國
井

幹
正
（
く
に
い 

み
き
ま
さ
）
と
申
し
ま
す
。 

  

こ
れ
ま
で
京
都
老
人
福
祉
協
会
内
の
複
数
の
事
業
所
で
勤
務

し
、
高
齢
者
福
祉
や
地
域
福
祉
の
分
野
で
経
験
を
積
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。 

そ
し
て
現
在
は
、
障
が
い
者
福
祉
の
分
野
に
携
わ
る
こ
と
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、
日
々

学
び
を
重
ね
て
い
ま
す
。 

  

ワ
ー
ク
パ
ー
ト
ナ
ー
Ｙ
Ｕ
Ｉ
で
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
や
職
員

と
と
も
に
、
地
域
の
方
々
か
ら
「
地
域
資
源
」
と
し
て
親
し
ま
れ
、 

必
要
と
さ
れ
る
事
業
所
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

私
が
福
祉
の
仕
事
を
し
て
い
る
中
で
、
知
人
に
よ
く
尋
ね
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

「
福
祉
と
聞
い
て
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
ま
す
か
？
」 

多
く
の
方
か
ら
は
、
「
専
門
的
な
仕
事
」
「
自
分
で
は
で
き
な
い

こ
と
を
支
え
て
く
れ
る
仕
組
み
」
と
い
っ
た
答
え
が
返
っ
て
き
ま

す
。
一
方
で
、
私
自
身
が
抱
く
福
祉
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
「
ど
こ
か
身

近
で
、
ど
こ
か
遠
い
も
の
」
で
す
。 

  

日
々
の
仕
事
を
通
じ
て
、
福
祉
は
私
に
と
っ
て
と
て
も
身
近
な

存
在
で
す
。
し
か
し
、
自
分
の
家
族
を
含
め
、
介
護
保
険
や
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
経
験
の
な
い
方
に
と
っ
て
は
、
ま
だ
ま
だ
遠

い
存
在
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。 

福
祉
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
そ
の
人
の
立
場
や
経
験
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
あ
る
人
に
と
っ
て
は
「
介
護
」
で
あ
り
、
別
の
人
に
と
っ

て
は
「
障
が
い
」
「
貧
困
」
「
手
話
」
、
あ
る
い
は
「
思
い
や
り
」
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

  

だ
か
ら
こ
そ
私
は
、
ど
の
よ
う
な
立
場
の
方
に
も
福
祉
を
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
機
会
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

社
会
福
祉
法
人 

京
都
老
人
福
祉
協
会 

ワ
ー
ク
パ
ー
ト
ナ
ー
Ｙ
Ｕ
Ｉ 

管
理
者 

國
井 

幹
正 

16 



 

  
そ
の
た
め
に
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
人
間
力
を
高
め
る
こ
と
や
、
誰
も
が
気
軽

に
立
ち
寄
れ
る
場
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。 

地
域
で
青
い
服
を
着
た
私
た
ち
の
姿
を
見
か
け
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に

お
声
が
け
く
だ
さ
い
。 

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

思いやりのある社会づくりへ 
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凶
運
で
あ
る
か
ら
何
事
も
控
え
目
に
す
る
の
が
得
策
で
あ
る
。
こ

と
に
金
銭
問
題
は
争
い
が
生
じ
や
す
い
の
で
注
意
が
肝
要
。
現
状

維
持
で
静
観
を
す
る
月
で
す
。
吉
方
位
は
東
、
南
、
北
。 

◇
三
碧
木
星
生
ま
れ
の
人 

→
意
欲
も
行
動
力
も
旺
盛
と
な
り
ま
す
。
と
か
く
争
論
の
起
こ
り

や
す
い
月
な
の
で
、
掛
け
合
い
事
、
依
頼
事
は
あ
せ
ら
ず
穏
や
か
に
す

る
方
が
よ
い
。
事
柄
に
よ
っ
て
は
一
度
で
成
功
し
な
く
て
も
再
度
の
努

力
で
成
就
す
る
。
足
の
怪
我
や
病
気
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。 

吉
方
位
は
東
、
西
。 

◇
四
緑
木
星
生
ま
れ
の
人 

→
懸
案
事
項
に
一
応
の
カ
タ
が
つ
き
そ
う
で
す
。
と
り
あ
え
ず
肩

の
荷
が
下
り
、
明
る
い
話
題
も
入
り
込
ん
で
き
そ
う
で
す
。
真
心

で
結
ば
れ
る
良
い
縁
談
が
起
こ
る
兆
し
が
あ
り
ま
す
。
共
同
事
業
ま
た

は
他
か
ら
進
め
ら
れ
た
こ
と
で
利
益
を
得
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。 

吉
方
位
は
西
北
、
東
南
。   

 

◇
五
黄
土
星
生
ま
れ
の
人 

→
こ
こ
ま
で
辛
抱
強
く
や
っ
て
き
た
人
は
、
一
応
努
力
が
実
を
結
ぶ
側

面
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
突
然
不
利
な
状
況
に
変
わ
っ
た
り
、
何
か

を
削
り
取
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
起
こ
る
暗
示
が
あ
り
ま
す
の
で
、
油

断
は
禁
物
、
無
理
や
強
引
な
策
も
危
険
で
す
。
変
化
の
月
で
現
状
維

持
を
心
掛
け
る
こ
と
。
吉
方
位
は
東
、
南
、
北
。 

 

今
月
の
運
勢 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
島
易
断
鑑
定
所 

高 

島 

寿 

周 
 

八
月
（
二
黒
土
星
の
月
） 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
月
八
日
（
立
秋
） 

か
ら
九
月
七
日
ま
で 

 

◇
一
白
水
星
生
ま
れ
の
人 

 

→
今
ま
で
悩
ん
で
い
た
こ
と
が
良
好
な
状
態
へ
動
き
始
め
、
様
々

な
問
題
が
解
決
し
て
い
き
ま
す
。
独
身
者
に
は
良
縁
、
結
婚
な
ど
の

悦
ば
し
い
話
が
舞
い
込
む
気
配
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
過
去
の
問
題

が
再
燃
し
て
困
る
人
も
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。 

吉
方
位
は
南
、
北
、
西
。 

◇
二
黒
土
星
生
ま
れ
の
人 

→
今
ま
で
進
め
て
き
た
物
事
が
一
旦
、
終
局
を
見
、
同
時
に
ま
た
新
し
い

企
画
を
練
り
、
再
出
発
の
準
備
を
す
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。 

令和 8 年 8 月二黒土星 
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ご予約・お問合せ090-7889-1976 
ホームページをご覧ください 

http://jushu-takashima.com 
〒612-0844 京都市伏見区深草大亀谷東古御香町 100 番地  

ＴＥＬ・ＦＡＸ 075-642-4340 

京都河原町御池鑑定室 
〒604-8006 

京都市中京区河原町通御池下 

丸屋町 403 ＦＩＳビル 2Ｆ 

ＴＥＬ 075-778-5048 

◇
六
白
金
星
生
ま
れ
の
人 

→
今
月
は
研
鑚
を
積
ん
だ
結
果
、
知
識
や
才
能
が
世
に
認
め
ら
れ

て
順
風
満
帆
、
状
況
が
味
方
し
ま
す
。
実
力
の
出
し
惜
し
み
な
ど

せ
ず
、
英
知
を
生
か
し
て
先
を
読
み
、
積
極
的
に
活
動
し
て
く
だ

さ
い
。
文
書
、
印
鑑
の
取
扱
い
上
の
ト
ラ
ブ
ル
、
親
し
い
人
と
の
離

別
な
ど
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
家
庭
の
難
事
件
が
解
決
す
る
月
で
も
あ

り
ま
す
。
吉
方
位
は
東
南
。 

◇
七
赤
金
星
生
ま
れ
の
人 

→
運
気
停
滞
し
、
特
に
仕
事
、
健
康
に
不
安
が
募
り
ま
す
。
辛
労
の

多
い
月
で
あ
る
が
、
骨
折
り
が
い
が
あ
る
か
ら
何
事
も
忍
耐
し
て

す
る
と
よ
い
。
病
難
、
遺
失
物
、
盗
難
等
に
注
意
す
る
こ
と
。
何
事

も
辛
抱
の
月
で
す
。
吉
方
位
は
東
南
。 

◇
八
白
土
星
生
ま
れ
の
人
。 

→
今
月
は
対
人
面
に
重
き
を
お
い
て
、
よ
り
良
い
協
力
関
係
を
築
く

努
力
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
運
気
に
明
る
さ
が
増
し
て
き
ま
す
。

運
勢
が
一
変
す
る
き
ざ
し
が
あ
る
か
ら
、
あ
せ
ら
ず
ゆ
っ
く
り
進

む
方
針
が
よ
い
。
動
土
、
普
請
は
延
ば
す
方
が
よ
い
。
来
月
の
良
い

運
気
の
月
に
備
え
て
準
備
の
月
で
す
。
吉
方
位
は
東
、
南
、
北
。 

 
 
 
 
 

 

◇
九
紫
火
星
生
ま
れ
の
人 

→
旺
盛
な
生
命
力
と
行
動

力
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
噛

み
合
わ
な
か
っ
た
物
事

は
有
利
な
方
向
に
動
き

出
し
ま
す
。
見
込
み
の
あ

る
こ
と
は
進
ん
で
企
画
す

る
と
か
、
新
事
業
開
始
は

早
く
着
手
す
る
方
が
よ

い
。
動
土
、
普
請
、
移
転
、

旅
行
、
転
業
、
転
職
は
差
し

支
え
な
い
。 

吉
方
位
は
西
北
。 
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わ
ー
ぷ
ろ
屋
の
ひ
と
り
ご
とⅢ

 
◎
猛
暑
が
日
常
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。
体
温
を
超
え
る
よ

う
な
気
温
が
続
き
、
さ
す
が
に
辟
易
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
昔
前
な
ら

「
異
常
気
象
」
と
呼
ん
で
い
た
暑
さ
が
、
こ
れ
か
ら
は
「
普
通
の
夏
」
に

な
っ
て
し
ま
う
の
か
と
思
う
と
、
少
し
複
雑
な
気
持
ち
で
す
。
そ
の
う

ち
地
域
の
行
事
も
、
「
い
つ
や
る
か
」
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
が
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
祇
園
祭
の
鉾
引
き
も
３
８
度

を
超
え
る
暑
さ
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
引
き
手
の
皆
さ
ん
も
、
見
物

に
訪
れ
た
方
々
も
本
当
に
大
変
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
無
事
に
終

わ
っ
た
と
聞
い
て
、
何
よ
り
で
し
た
。
私
も
毎
朝
夕
の
花
へ
の
水
や
り

に
汗
だ
く
で
す
。
終
わ
る
頃
に
は
小
一
時
間
。
好
き
で
始
め
た
こ
と
で

す
か
ら
文
句
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
「
あ
と
何
年
続
け
ら
れ
る
か
な
」

と
、
ふ
と
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
メ
ダ
カ
に
エ
サ
を

や
る
と
、
底
の
方
か
ら
ス
ー
ッ
と
集
ま
っ
て
き
て
元
気
な
姿
を
見
せ
て

く
れ
ま
す
。
そ
の
小
さ
な
命
に
「
今
日
も
頑
張
ろ
う
」
と
励
ま
さ
れ
、

暑
さ
も
少
し
だ
け
和
ら
ぐ
気
が
し
ま
す
。 

◎
自
分
の
中
で
、
「今
日
は
つ
い
て
い
る
な
」と
思
う
日
と
、
そ
う
で
も
な

い
日
が
あ
る
の
は
不
思
議
な
も
の
で
す
。
先
日
、
挨
拶
回
り
を
し
て
い

る
と
、
訪
ね
た
お
宅
で
「
ち
ょ
う
ど
待
っ
て
い
ま
し
た
」
と
言
わ
ん
ば

か
り
に
玄
関
先
で
お
会
い
で
き
た
り
、
タ
ク
シ
ー
で
出
か
け
ら
れ
る

ま
さ
に
そ
の
直
前
に
お
会
い
で
き
た
り
と
、
絶
妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
が

続
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
し
ば
ら
く
積
み
残
し
に
な
っ
て
い
た
課
題

も
、
自
分
が
少
し
動
い
て
み
る
と
、
一
気
に
解
決
へ
向
か
い
始
め
ま
し

た
。
物
事
が
う
ま
く
回
る
時
は
、
本
当
に
続
く
も
の
で
す
ね
。
も
ち
ろ

ん
、
何
で
も
思
い
通
り
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
せ
っ

か
く
な
ら
「
自
分
は
つ
い
て
い
る
人
間
だ
」
と
思
っ
て
毎
日
を
過
ご
し

た
方 

が
、
気
持
ち
も
前
向
き
に
な
り
ま
す
。
そ
う
思
う
だ
け
で
、
不

思
議
と
運
も
味
方
し
て
く
れ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。 

◎
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
が
敗
れ
、
「新
し
い
景
色
」を
見
る
夢
は
、
ま
た
次

回
へ
持
ち
越
し
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
が
負
け
て
し
ま
う
と
、
不
思
議

な
も
の
で
大
会
そ
の
も
の
へ
の
関
心
も
薄
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
の
試

合
は
ほ
と
ん
ど
気
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
気
が
つ
け
ば
、
優
勝
は
ス
ペ

イ
ン
だ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
ス
ペ
イ
ン
代
表
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
次
こ
そ
は
、
日
本
が
世
界
の
頂
点
に
立
つ
「新
し
い
景
色
」
を
見
せ

て
く
れ
る
日
を
楽
し
み
に
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。 

実年会だよりのバックナンバーは、この QRコ
ードからご覧いただけます。ぜひ一度、これま
での歩みもお楽しみください。 

◎
エ
ア
コ
ン
の
無

い
部
屋
に
寝
て

い

ま

し

た

の

で
、
部
屋
を
変

え
て
布
団
を
か

け
て
寝
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。 

暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。 
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